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対象とする問題の概要 

セネガルのイスラーム教徒のおよそ 3 割が属するムリッド教団は、元々農村部に基盤

を置く教団であった。1940 年代以降、ムリッド教団の信徒の中に都市部に移住するもの

がみられるようになったが、当時首都のダカールはティジャニーヤ教団の信徒が多数を

占めていた。そのような状況に対し、ムリッド教団の信徒は、ダイラという宗教組織を

結成し、定期的に集まって信徒同士で結束することによって都市部に生活の基盤を築き

上げていった。ダイラは、同じ地域、同じ宗教指導者、同じ職業等の単位で結成される。

活動内容はダイラ毎に異なるが、一般的にハサイド 1の詠唱、頼母子講、献金、宗教儀礼

の準備等が行われる。1970 年代以降は、このような伝統的なダイラに加え、教団のシン

クタンク的役割を持つダイラや海外在住の信徒からの送金を統括するダイラなどの、新

しいタイプのダイラも見られるようになった。 

 

研究目的 

ムリッド教団の信徒がダカールにおいてマイノリティであった 1940 年代頃と、ダカ

ールにおいてもムリッド教団の基盤が確立されている現在では、ダイラの社会的機能は

変化してきていると考えられる。ダイラのタイプの多様化もその変化の 1 つであると捉

えることができるが、現在のダイラにおいてはどのような活動が行われ、ダイラの間に

どのような共通点・相違点があるのだろうか。本研究では、メンバーシップと活動の実

態を明らかにした上で、ダイラの多様化が可能になった要因について考察することを目

的とする。  

今回のフィールドワークでは、主に以下の 2 つのダイラを対象として調査を行った。

1 つ目は、同じ地区の住民によって構成される M ダイラである。M ダイラは、伝統的な

ダイラとして位置づけられる。2 つ目は、保健省職員によって構成される C ダイラであ

る。C ダイラは、新しいタイプのダイラとして位置づけられる。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

M ダイラは、ダカール市グラン・ダカール郡に拠点を置いて活動している。M ダイラ

 

1 ムリッド教団創設者アフマド・バンバの詩に節をつけたもの 



は、同じ地区に住む人々からなるが、職業は商人、職人、学生など多様である。活動と

して、毎週水曜日の夜に、ハサイドの詠唱が行われる。また、ラマダーン月には、地区

の人々を対象としたパンやコーヒーの配布などが行われる。M ダイラは、ハサイドの詠

唱や相互扶助など、基本的にメンバー内部での団結を強める活動を主としている。一方、

地域社会の団結力を高めるために他のダイラと協力する事例や、非メンバーをハサイド

の詠唱に受け入れる事例も見られた。 

保健省職員によって構成される C ダイラは、ムリッド教団の教義に従い、地方部のク

ルアーン学校で学ぶムリッドの子ども達を対象とした健康診断と、宗派を問わず一般の

人を対象とした献血サービスを行っている。これらの活動資金は、全て自分たちの寄付

によって賄われている。C ダイラでは、メンバー内部での団結を強める活動は盛んでは

なく、むしろ社会的弱者に対する慈善活動に重点が置かれている。活動の際、C ダイラ

は必要な機材を有していないため、保健省から機材を借りる。反対に、C ダイラが集め

た血液は、血液のストックが不足する国立輸血センターに提供される。このように、保

健省と協力しながらお互いが単体ではできない活動をしている。 

M ダイラと C ダイラの事例にみられるように、規約や活動の決定は、ムリッド教団に

よって一元的に管理されているわけではなく、それぞれのダイラに委ねられている。ま

た、程度の差はあれ、両方のダイラが外部の人間・組織と関わりながら活動を行ってい

た。この柔軟性が、都市部におけるムリッド信徒の社会階層の多様化に合わせて、それ

ぞれのダイラが地域社会と協力して活動の幅を広げることを可能にしたと考えられる。 

 

反省と今後の展開 

今回のフィールドワークでは、主に同一地域の人々からなるダイラと、同業者からな

るダイラに焦点を当てて調査を行った。しかし、ダイラの多様性を理解するためには、

同じ指導者を信奉する人々からなるダイラや、ダイラ同士の具体的な関係性についても

調査を進める必要がある。 

今後は、M ダイラと C ダイラそれぞれについて、他のダイラとどのように関わってい

るのかについてより詳細に調査してゆきたい。また、ダイラの全体像を理解するために、

これらの 2 つのダイラだけでなく、他のダイラも視野に入れた調査を行ってゆきたい。 

 

  



 

 

写真 1 水曜日の夜にハサイドを詠唱する M ダイラ 

 

 

写真 2 ラマダーン月にパンやコーヒーを配布する M ダイラ 

 


